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ご
み
の
出
し
方
に
は
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が
あ
り
、皆
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ん
は
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ま
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を
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ご
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を
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私
は
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月
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家
に
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親
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拾
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に
参
加
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す
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私
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こ
の
４
月
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ら
小
平
・
村
山
・
大
和

衛
生
組
合
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
が
、業
務
の
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と
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に「
施
設
見
学
」
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あ
り
ま
す
。組
合
に
は
小
学
４
年
生
の
社

会
科
見
学
や
、各
種
団
体
の
見
学
会
な
ど
で
、

毎
年
２
千
人
以
上
の
方
が
訪
れ
ま
す
。日
常

生
活
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
実
際
の

ご
み
処
理
の
現
場
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
案

内
を
す
る
の
で
す
が
、そ
の
な
か
で
お
話
し

て
い
る
の
は
、「
大
切
な
の
は
、ひ
と
り
ひ
と

り
の
心
が
け
」と
い
う
こ
と
で
す
。生
活
が
豊

か
に
な
っ
て
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
る
反
面
、

地
球
上
の
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
現
代
で
す

の
で
、こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
分
別
と
出
し
方

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、施

設
見
学
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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あ さ や け 作 業 所
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か た つ むり の 会
リ ズ ム 工 房
三 市 ご み 連 絡 会
第二みんなの家作業所

ボーイスカウト
小平第2団

① ② ③

①ぬり絵コーナー
②にがお絵コーナー
③草花の販売

本部

ごみ収集車展示

焼きそばは皿持参で、
割引あり。（使い捨て
容器は対象外）

清掃工場ミニツアー、
大声コンテストの
参加者はココに集合!!

小平市、東大和市、武蔵村山市
情報コーナー

会場：小平・村山・大和衛生組合
（小平市中島町２番１号）
東大和市駅または玉川上水駅徒歩10分
※ 駐車場はありませんので、来場は徒歩、自転車または
公共交通機関をご利用ください

※ペット類の入場はできません

会場案内図（小平・村山・大和衛生組合）会場案内図（小平・村山・大和衛生組合）

雨天の場合、11日（日）に順延。
11日も雨天の場合は中止

第13回

午前10時～午後3時

10

土10

つなげよう資源の輪　広げよう地域の和

フリーマーケット（約40店舗）
清掃工場ミニツアー（見学会）
参加型イベント（クイズラリー等）
模擬店（焼きそば、わたあめ、飲み物等）
ステージ（和太鼓、よさこいなど）
参加団体等のブース　その他
※内容は都合により変更することがあります。

主管：えんとつフェスティバル実行委員会主管：えんとつフェスティバル実行委員会
主催：連絡協議会、小平・村山・大和衛生組合主催：連絡協議会、小平・村山・大和衛生組合
後援：小平市、東大和市、武蔵村山市後援：小平市、東大和市、武蔵村山市
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○ごみの減量や出し方について…小平市資源循環課☎042－346－9535（直通）／東大和市ごみ対策課☎042－563－2111（代表）／武蔵村山市ごみ対策課☎042－565－1111（代表）　　○ごみ処理の見学や質問について…小平・村山・大和衛生組合☎042－341－4345

２　3市共同資源物処理施設整備用地周辺の生活環境影響調査について（結果） 
　３市共同資源物処理施設の設置に当たっては、計画の段階でその施設が周辺地域の生活環境に及ぼす影響
をあらかじめ調査する、生活環境影響調査を３市共同資源物処理施設整備用地周辺（東大和市桜が丘２丁目
１２２－２）において実施しています。今回、春季（５月）の調査結果がまとまりましたので報告します。なお、
調査は、今年度から平成28年度まで実施します。
（１）調査内容
　今回の調査は、大気質について、現状における大気質及び気象の状況を、以下のとおり調査しました。

（２）調査結果
　調査期間中の平均値は表に示すとおりです。「ベンゼン等による大気の汚染に係る環境基準」（平成９年２月
４日環告４号）は１年平均値であり、今回の調査結果は春季のみの結果のため 環境基準の適合状況について
は評価できませんが、参考として比較すると、全調査地点の揮発性有機化合物において、環境基準を下回って
いました。なお、調査日別の調査結果については、組合ホームページをご参照ください。

①揮発性有機化合物（ Volatile OrganicCompounds：VOC）
　 常温常圧で空気中に容易に揮発する物質の総称で、主に人工合成されたものを指し、英
語表記の頭文字をとってVOCと略されます。水よりも重く、粘性が低くて、分解しにくい
性質であることが多いため、地層粒子の間に浸透して土壌・地下水を汚染します。一方、
大気中に放出され、光化学反応によってオキシダントや浮遊粒子状物質（SPM）の発生
に関与していると考えられています。主要なVOCは、塗料、印刷インキ、接着剤、洗浄剤な
どに使用されており、実際に使用されている代表的な物質としては、トルエン、キシレ
ン、酢酸エチル、メタノール、ジクロロメタンなど約200種類の物質があります。なお、総
揮発性有機化合物（Total Volatile Organic Compounds）はVOCの総計となります。
②ベンゼン
　 常温常圧では独特のにおいがあり、揮発性、引火性が高い無色透明の液体です。かつては
工業用の有機溶剤として用いられましたが、現在は他の溶剤に替わられています。自動車
用のガソリンに含まれ、自動車排出ガスからも検出されます。健康への影響としては、発
がん性や長期間の吸引による造血器への障害、白血病を引き起こす可能性があります。
③トリクロロエチレン
　 有機塩素系溶剤の一種で、特徴的なにおいがあり、揮発性が高く、燃えにくく水に溶け
にくい無色透明の液体です。ドライクリーニングのシミ抜きや金属・機械等の脱脂洗
浄剤等に使われるなど洗浄剤・溶剤として優れていますが、環境中に排出されても安
定しているため、地下水汚染の原因物質の一つとなっています。健康への影響として
は、皮膚・粘膜に対する刺激作用、肝・腎障害が認められています。

④テトラクロロエチレン
　 トリクロロエチレンと同様の有機塩素系溶剤の一種で、特徴的なにおいがあり、揮発性
が高く、燃えにくく水に溶けにくい無色透明の液体です。ドライクリーニングのシミ抜き
や金属・機械等の脱脂洗浄剤等に使われるなど洗浄剤・溶剤として優れていますが、環
境中に排出されても安定しているため、地下水汚染の原因物質の一つとなっています。
健康への影響としては、皮膚・粘膜に対する刺激作用、肝・腎障害が認められています。
⑤ジクロロメタン
　 有機塩素系溶剤の一種で、燃えにくく水に溶けにくい無色透明の液体です。金属・機械
等の脱脂洗浄剤や、塗料剥離剤等に使われるなど、洗浄剤・溶剤として優れていますが、
環境中に排出されても安定しているため、地下水汚染の原因物質の一つとなっていま
す。健康への影響としては、発がん性が疑われており、中枢神経に対する麻痺作用があ
ります。

⑥環境基本法
　 それまであった「公害対策基本法」（1967年）、「自然環境保全法」（1972年）では、対応
に限界があるとして、環境政策の新たな枠組みを示す基本的な法律として、1993年に
制定されました。国、地方公共団体、事業者、国民の責務を明らかにし、環境基本計画や、
環境基準などの施策を規定しています。基本理念として、健全で恵み豊かな環境保全、
持続可能で環境負荷の少ない経済社会の構築、国際的取組みの推進を掲げています。

⑦環境基準
　 人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準として、
終局的に、大気、水、土壌、騒音をどの程度に保つことを目標に施策を実施していくの
か、という目標を定めたものが環境基準です。これは、「維持されることが望ましい基
準」で、環境基本法（1993）の第16条に基づき、行政上の政策目標となっています。ま
た、人体に対して特に有害な物質については、生涯にわたって取り込んでも影響がない
基準として、物質ごとに設定されています。

⑧μg/ｍ3（マイクログラムパー立方メートル）
　 重量濃度を表す単位で、１μg/m3とは、空気１m3中に物質が１μg（0.001mg）含まれ
る場合をいいます。

※出典： 「環境基準について」（環境省HP）「環境省大気汚染物質広域監視システム」（環境省HP）「化
学物質ファクトシート2012年版」（環境省HP）「VOC排出抑制の手引き（第3版）」（平成22
年10月、経済産業省、社団法人産業環境管理協会）「EICネット環境用語集」（一般財団法人
環境イノベーション情報機構が運営するEICネットHP）

　次に、風向・風速の調査結果は、表２、気
温・湿度の調査結果は表３のとおりです。
調査期間中は南南東の風が卓越してお
り、平均風速は1.7m/sでした。また、調査
期間中の平均気温は21.0℃、平均湿度は
59％でした。

表２　風向・風速調査結果
月日項目 調査期間全体

風向 最多風向 SSE

風速（m/s）
平均値 1.7

最大値 4.9

表３　気温・湿度調査結果
月日項目 調査期間全体

気温（℃）
　
　

平均値 21.0

最高値 31.4
最低値 11.7

湿度（％）
平均値 59

最小値 27

表　大気質調査結果（期間平均値） （単位：μｇ/m3）
調査項目 No.１ No.２ No.３ No.４ No.５ 環境基準※

総揮発性有機化合物（T-VOC） 38 38 39 40 35 －

揮発性有機化合物

ベンゼン 0.87 0.8 0.9 0.83 0.83 3

トリクロロエチレン 0.48 0.48 0.5 0.47 0.47 200

テトラクロロエチレン 0.16 0.16 0.2 0.16 0.16 200

ジクロロメタン 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 150

※環境基準は、１年平均値であるため、参考として比較した。

（用語解説）

（2） （3）

小平市、東大和市、武蔵村山市及び小平・村山・大和衛生組合では、３市共同資源化事業を進めています
１　３市共同資源化事業について 
　小平市、東大和市及び武蔵村山市の３市では、今後更なる廃棄物の減量とリサイクルを進めるうえでの課題として、処理施設
の老朽化や処理能力の限界などがあり、これらの課題解決に向けて、３市と小平・村山・大和衛生組合の４団体で３市共同資源
化事業を進めています。この事業は、平成15年度から進めている事業ですが、ごみ焼却施設の更新を視野に入れ、ソフト面ではご
みの減量施策や３市の資源化基準の統一など、ハード面では３市共同資源物処理施設及び不燃・粗大ごみ処理施設について、３
市共同資源物処理施設整備用地（現東大和市暫定リサイクル施設用地：東大和市桜が丘２丁目１２２－２）と現小平市清掃事務
所用地を活用して建設する事業です。

（１）循環型社会形成推進交付金が内示されました
　 　循環型社会形成推進交付金は、市町村が、廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を総合的に推進するため、広域
的かつ総合的に廃棄物処理・リサイクル施設整備を循環型社会形成推進地域計画として策定し、計画に位置付けられた施設整
備に対し交付されるものです。本年４月に、国（環境省）から交付金の内示が示されましたが、今回の内示は、施設整備に関する
計画支援事業（３市共同資源物処理施設整備実施計画及び不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画）について示されたものです。

（２）３市共同資源物処理施設整備実施計画を策定します
　 　３市共同資源物処理施設整備実施計画は、プラスチック製容器包装及びペットボトルの２品目の処理を行う資源物処理施設
の基本設計と施設の設置に係る事務着手から施設しゅん工・引き渡しまでの手続きを取りまとめたもので、平成27年度中に策
定します。この実施計画では、施設の配置、設備機器の仕様等の基本設計、設計スケジュール、調査や届出等の事務手続き等、施
設の整備に必要な全ての事務等を網羅して明確化し、調査項目の取りまとめを行います。なお、調査項目は、以下のとおりです。

（３）不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画を策定します
　 　不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画は、施設の基本設計と施設の設置に係る事務着手からしゅん工引き渡しまでの手続き
を取りまとめたもので、平成27年度中に策定します。施設の規模については、プラスチックの資源化の推進等により、現状の75t
／日から38t／日程度に抑制できる見込みとなっており、現小平市清掃事務所用地を活用して、平成30年度～31年度に建設する
予定です。なお、基本計画の内容は、以下のとおりです。

 （４）３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会について
　 　３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会は、東大和市桜が丘２丁目１２２－２に共同設置を合意した３市共同資源物
処理施設の建設に関し、３市及び組合と地域住民が地域の良好な環境の維持、向上及び安全の確保を図ることを目的として設
置したものです。周辺地域の自治会及び管理組合の代表者及び専任者等で構成されており、原則１ヶ月に１回会議を開催して
います。平成27年９月現在、18回開催されており、会議内容等については、組合ホームページ等に掲載しています。今後も、４
団体では、地域の皆様の事業への理解を深めていただけるように努めてまいります。

小平・村山・大和衛生組合議会の動き 焼却灰等の放射性物質濃度及び　　　
空間放射線量の測定結果
　衛生組合では、「主灰、飛灰、排ガス」の放射性物質濃度と敷地境界
「東西南北４ヵ所」における空間放射線量の測定を定期的に実施し
ています。測定結果は、ホームページでもご覧になれます。

ダイオキシン類の測定結果 
環境大気
　衛生組合では、立川市清掃工場と連携して、清掃
工場周辺の大気中のダイオキシン類濃度の測定を、
夏季と冬季の年2回実施しています。平成26年度冬
季分は、平成27年2月5日から2月12日の間、連続で
試料を採取しました。

○組合副管理者、監査委員（議員選出）の選任
　５月臨時会において、組合副管理者に尾崎保夫氏（東大和市長）が選任されました。
　また、監査委員（議員選出）には須藤博氏が６月１日付で選任同意されました。

　組合議会の定例会は年に２回（２月、11月）開催され、臨時会は必要に応じて開催されます。
最近では、５月に臨時会が開催されました。また、７月には他市のごみ処理施設を視察しました。

○組合議員の改選
　 組合議会は、小平市、東大和市、武蔵村山市の各市議会からそれぞれ４名ずつ選出
された議員計12名で構成されています。

　 このたび、３市の議員改選により新たに組合議員が選出されました。また、５月臨
時会において、議長に関田貢議員（東大和市議会選出）、副議長に比留間朝幸議員
（武蔵村山市議会選出）が選出されました。
平成27年5月臨時会　　　平成27年5月29日（金）開催
議案番号 内　容 結　果

小平・村山・大和衛生組合副管理者の選任 選　任
議案第８号 小平・村山・大和衛生組合監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

議案第９号 専決処分（小平・村山・大和衛生組合職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例）の承認を求めることについて 承　認

議員の派遣について 原案可決

○特別職の紹介
　 当組合の平成27年６月1日現在の特別職は、次のとおりです。 ＜敬称略＞

管　理　者 小
こ

林
ばやし

正
まさ

則
のり

（小平市長）
副管理者 尾
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崎
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保
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（東大和市長）　　　　藤
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野
の
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まさる

（武蔵村山市長）
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下
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（小平市副市長）
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　　　　　　 　尾
お

崎
ざき

実
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　　　　須
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藤
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博
ひろし

（代表監査委員・識見を有する者）　 　（識見を有する者）　　 （議員選出）

議会議員 ＜敬称略＞

小平市議会選出 東大和市議会選出 武蔵村山市議会選出
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朝
とも
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【副議長】

○視察の報告
　 　衛生組合では老朽化した粗大ごみ処理施設の更新が喫緊の課題となっています。また
長期的な課題としての焼却施設の更新もあります。そこで今回の行政視察では、最近更新
が行われた施設を視察し、建設計画や稼動後の施設運営などを中心に調査しました。

平成27年７月２日（木）
■静岡県　磐田市クリーンセンター
　磐田市クリーンセンターは、約30年間使用
していた旧施設を更新して、平成23年５月か
ら新しい施設を稼働しています。処理能力は
日量224tで発電設備を備え、場内の電力の大
部分をまかなうほか、余熱を利用し、温水を
隣接する温水プール及び厚生会館に供給し
ています。

平成27年７月３日（金）　　
■神奈川県　平塚市環境事業センター
　平塚市環境事業センターは、旧施設の老朽
化やごみ質の変化へ対応し、環境への負荷の
低減を図るため、平成25年10月から稼働し
ています。
　環境事業センターは、高効率ごみ発電施設
として、環境負荷の少ないエネルギー利用を
促進し、適正処理・処分の確保を達成するこ
とによって、循環型社会の実現に貢献すべき
施設として、「安心・安全な処理体制の確保」、
「低炭素社会実現への貢献」、「焼却残渣の有効利用・最終処分量の低減」、「環境教育への
貢献」、「効率性の確保」、「周辺環境・周辺地域への配慮」といったコンセプトを掲げ、運営
を行っています。

　　（単位：pg-ＴＥＱ／㎥）

測定地点 大気環境
基準

測定結果

平成26年度
（冬季分）

（参考）
平成25年度
（冬季分）

衛生組合
測定　　

東大和市立第
二小学校

0.6
以下

0.022 0.011

小平市立中島
地域センター 0.020 0.0087

小平市立上水
新町地域セン
ター

0.020 0.0081

立川市清掃
工場測定　

立川市立けや
き台小学校 0.013 0.014

立川市立立川
第四中学校　 0.011 0.0092

立川市立若葉
小学校 0.012 0.014

立川市若葉児
童館 0.014 0.012

（注） 　 大気環境基準は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づ
く、大気の汚染に係る環境基準です。

■放射性物質濃度測定結果
 （単位　主灰・飛灰：Bq／Kg、排ガス：Bq／㎥）

採取日 主灰※１ 飛灰※２ 排ガス
平成27年３月16日 13 122 不検出（採取日３月16日）

平成27年４月14日 33 165 不検出（採取日４月14日）

平成27年５月14日 15 193 不検出（採取日５月14日）

平成27年６月15日 24 198 不検出（採取日６月15日）

平成27年７月15日 47 168 不検出（採取日７月15日）

平成27年８月14日 28 147 不検出（採取日８月14日）

※１　主灰は、焼却炉の灰出設備から排出される灰　
※２　飛灰は、焼却炉の集じん器（バグフィルター）で捕集された灰
（注）　 主灰・飛灰の数値は、「放射性セシウム134」「放射性セシウム137」の合計値。

（国が示す埋立処分を可能とする放射性物質の暫定基準値は8,000Bq／Kg
以下）

　　　 排ガスは、「放射性セシウム134」「放射性セシウム137」のいずれも不検出

■空間放射線量 測定結果（地上高さ１ｍ 、５回測定の平均値） 
（単位　μSv／ｈ）

測定日 東 西 南 北 衛生組合東側樹林
（バックグランド）

平成27年３月16日 0.073 0.066 0.051 0.069 0.043

平成27年４月15日 0.061 0.065 0.046 0.065 0.044

平成27年５月15日 0.073 0.061 0.048 0.071 0.046

平成27年６月16日 0.069 0.063 0.051 0.067 0.036

平成27年７月15日 0.067 0.062 0.050 0.065 0.039

平成27年８月14日 0.065 0.061 0.054 0.061 0.041

調　査　項　目
①測量調査　　②地質調査　　③地歴調査・土壌調査　　④脱臭及びＶＯＣ除去設備の性能比較調査　　⑤施設基本設計
⑥見積仕様書等の作成　　⑦設計協議　　⑧費用対効果分析　　⑨都市計画決定図書の作成　　⑩住民説明会開催支援

基本計画の内容
①測量及び地質調査　②施設整備基本計画の策定　③設計協議　④施設搬入路改修計画
⑤既存施設の解体・撤去計画　⑥費用対効果分析　⑦住民説明会開催の支援

調査事項 調査期間 調査地点※ 調査項目 調査方法

大
気
質

施設の稼働
による影響

・ 平成27年５月21日（木）
～28日（木）

・５地点（No1事業用地入口）
　　　　（No2事業用地内建物屋上）
　　　　（No3事業用地東側）
　　　　（No4事業用地南側）
　　　　（No5事業用地北側）

・ 総揮発性有機化合物（T-VOC）
・ 揮発性有機化合物（ベンゼン、ト
リクロロエチレン、テトラクロ
ロエチレン、ジクロロメタン）

「有害大気汚染物質
測定方法マニュアル」
（平成23年３月、環境
省 水・大気環境局大気
環境課）に準じた方法。

気象の状況 ・ 平成27年５月21日（木）～28日（木） ・１地点（事業用地入口） ・ 風向、風速、気温、湿度
地上気象観測指針（平
成14年３月、気象庁）
に準じた方法。

※調査地点図については、組合ホームページをご参照ください。
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